
別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

タンブリング全般 

タンブリングは禁止。 すべてのタンブリングは

競技フロアから始め、競

技フロアに着地しなけれ

ばならない。 

補足：タンブラーはリバ

ウンドして、足からスタ

ンツに移行してもよい。 

すべてのタンブリングは

競技フロアから始め、競

技フロアに着地しなけれ

ばならない。 

補足：タンブラーはリバ

ウンドして、足からスタ

ンツに移行してもよい。 

例外：スペシャルオリン

ピックスおよびユニファ

イドノービス部門では、

リバウンドからうつ伏せ

姿勢（腹部ツイスト 1/2

回転）でスタンツに移行

するのは可。 

すべてのタンブリングは

競技フロアから始め、競

技フロアに着地しなけれ

ばならない。 

補足：タンブラーはリバ

ウンドして、足から移行

してもよい。 

例外：スペシャルオリン

ピックスおよびユニファ

イドノービス部門では、

リバウンドからうつ伏せ

姿勢（腹部ツイスト 1/2

回転）でスタンツに移行

するのは可。 

 スタンツや選手、小道具

を飛び越える、くぐり抜

けるタンブリングは禁

止。 

補足：選手が他の選手を

飛び越える（リバウンド

する）のは可。 

スタンツや選手、小道具

を飛び越える、くぐり抜

けるタンブリングは禁

止。 

補足：選手が他の選手を

飛び越える（リバウンド

する）のは可。 

スタンツや選手、小道具

を飛び越える、くぐり抜

けるタンブリングは禁

止。 

補足：選手が他の選手を

飛び越える（リバウンド

する）のは可。 

 小道具を持ったまま、ま

たは小道具に触れた状態

でのタンブリングは禁

止。 

小道具を持ったまま、ま

たは小道具に触れた状態

でのタンブリングは禁

止。 

小道具を持ったまま、ま

たは小道具に触れた状態

でのタンブリングは禁

止。 

 ダイブロール（飛び込み

前転）は禁止。 

ダイブロール（飛び込み

前転）は禁止。 

ダイブロール（飛び込み

前転）は可。 

例外 1：スワンの姿勢や

身体を反らせた姿勢での

ダイブロールは禁止。 

例外 2：ツイストを含む

ダイブロールは禁止。 

 ジャンプは審査の観点か

らタンブリングとはみな

さない。そのため、一連

のタンブリングの流れの

中にジャンプが含まれて

いる場合、ジャンプがそ

の流れの区切りとみなさ

れる。 

ジャンプは審査の観点か

らタンブリングとはみな

さない。そのため、一連

のタンブリングの流れの

中にジャンプが含まれて

いる場合、ジャンプがそ

の流れの区切りとみなさ

れる。 

ジャンプは審査の観点か

らタンブリングとはみな

さない。そのため、一連

のタンブリングの流れの

中にジャンプが含まれて

いる場合、ジャンプがそ

の流れの区切りとみなさ

れる。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

   バックハンドスプリング

からステップアウトの

後、ツイストや回転する

動きを加えるのは禁止。

ツイストや回転する動き

の前に実施する技は両足

で着地していなければな

らない。 

例：バックハンドスプリ

ングステップアウトから

すぐにツイスト 1/2回転

に入るのは禁止。 

  



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

 
 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

スタンディング／ランニングタンブリング 

スタンディング／ランニ

ングタンブリングは禁

止。 

タンブリング中は常に身

体が競技フロアに触れて

いること。 

例外：ブロック側転、ラ

ウンドオフは可。 

タンブリング中は常に身

体が競技フロアに触れて

いること。 

例外：ブロック側転、ラ

ウンドオフは可。 

スタンディングタンブリ

ング： 

フリップ、エアリアルは

禁止。 

 前方・後方ウォークオー

バーは可。 

前転・後転、前方・後方

ウォークオーバー、倒立

は可。 

スタンディングタンブリ

ング： 

連続フロントハンドスプ

リングおよび連続バック

ハンドスプリングは禁

止。 

補足：後方ウォークオー

バーからバックハンドス

プリングに入るのは可。 

 側転、ラウンドオフ、倒

立は可。 

側転、ラウンドオフ、倒

立は可。 

スタンディングタンブリ

ング： 

ハンドスプリングからジ

ャンプの連続技は禁止。 

例：トウタッチからハン

ドスプリング、ハンドス

プリングからトウタッチ

は禁止。 

 ラウンドオフ直後にコン

ビネーションとなるタン

ブリングは禁止。ラウン

ドオフ後に続くタンブリ

ングは、ラウンドオフま

たはラウンドオフからの

リバウンドで明確に停止

した後に実施されなけれ

ばならない。 

ラウンドオフ直後にコン

ビネーションとなるタン

ブリングは禁止。ラウン

ドオフ後に続くタンブリ

ングは、ラウンドオフま

たはラウンドオフからの

リバウンドで明確に停止

した後に実施されなけれ

ばならない。 

スタンディング／ランニ

ングタンブリング： 

空中でのツイストは禁

止。 

例外：ラウンドオフは

可。 

 フロントハンドスプリン

グおよびバックハンドス

プリングは禁止。 

フロントハンドスプリン

グおよびバックハンドス

プリングは禁止。 

ランニングタンブリン

グ： 

連続フロントハンドスプ

リングおよび連続バック

ハンドスプリングは可。 

   ランニングタンブリン

グ： 

フリップ、エアリアルは

禁止。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

スタンツ 

スタンツは禁止。選手は

常に競技フロア上にいな

ければならない。 

補足：競技フロアにいる

選手は、競技フロアにい

る別の選手とスタンツと

してつながったり、力を

入れて動かしたりしては

ならない。 

スポッター： 

1. スポッターは、グラウ

ンドレベル以上の高さの

各トップに必要。 

例：サイスタンド、グラ

ウンドスタンツ、ニース

タンツ（例：ニーテーブ

ルトップ）はグラウンド

レベルスタンツの例であ

る。 

補足：グラウンドレベル

以上のすべてのスタンツ

のスポッターはトップの

腰をつかむことが可。 

スポッター： 

1. スポッターは、プレッ

プレベル以上の高さの各

トップに必要。 

例：サスペンデッドスプ

リット、フラットボディ

ポジション、プレップは

プレップレベルスタンツ

の例である。腕を伸ばし

た高さでトップが直立で

ないスタンツ（例：Vシ

ット、エクステンション

フラットバックなど）は

プレップレベルスタンツ

とみなす。 

 

補足 1：エクステンショ

ン Vシットにおける真ん

中のベースは、トップの

頭と肩を補助するための

ポジションにいる場合に

限り、スポッターと認め

られる。 

補足 2：メインのベース

が腕を伸ばした状態で、

膝を曲げること、膝をつ

くこと、スタンツ全体の

高さを低くすること（フ

ロアスタンツは除く）

は、バックスポットの高

さにかかわらず、エクス

テンションレベルとみな

されるため禁止。 

例外：ショルダーシット

／ストラドル、Tリフト

のほか、トップが競技フ

ロアから始まり、競技フ

ロアで終わるまで常に腰

だけを支持されている場

合に 1/2ツイストまでの

ツイストトランジション

を含むスタンツは、スポ

ッターは必須ではない。 

2. スポッターは、フロア

スタンツの各トップに必

要。 

補足：フロアスタンツの

スポッターはトップの腰

スポッター： 

1. スポッターは、プレッ

プレベル以上の高さの各

トップに必要。 

2. スポッターは、フロア

スタンツの各トップに必

要。 

補足：フロアスタンツの

スポッターはトップの腰

をつかむことが可。 
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をつかむことが可。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

 スタンツレベル： 

 

1. 片足スタンツ、両足ス

タンツ、すべてのスタン

ツは、トップが競技フロ

アに立っている他の選手

とつながっている場合

（例：スポッターがトッ

プの腰をつかんでいる、

手や腕を組んでいるな

ど）に限り、ウエストレ

ベルのみ可。スタンツ

は、ベースやスポッター

とは異なる選手でなけれ

ばならない。 

2. ウエストレベルより高

い高さのスタンツは禁

止。スタンツはウエスト

レベルより高い位置を通

過してはならない。 

補足 1：トップをベース

の腰の位置より上に持ち

上げることは禁止。 

スタンツレベル： 

1. 片足スタンツはウエス

トレベルでのみ可。 

例外 1：プレップレベル

の片足スタンツは、トッ

プが競技フロアに立って

いる他の選手とつながっ

ている場合のみ可。スタ

ンツは、ベースやスポッ

ターとは異なる選手でな

ければならない。プレッ

プレベルの片足スタンツ

は、開始前に手や腕同士

でつなぎ合わなくてはな

らない。 

例外 2：スペシャルオリ

ンピックスおよびユニフ

ァイドノービス部門で

は、トップの両足がベー

スの肩に乗るまでトップ

の両手がベースの両手に

つながっている場合、ウ

ォークアップショルダー

スタンドは可。 

2. プレップレベルより高

い高さのスタンツは禁

止。スタンツはプレップ

レベルより高い位置を通

過してはならない。補

足：トップをベースの頭

の位置より上に持ち上げ

ることは禁止。 

スタンツレベル： 

プレップレベルより高い

高さの片足スタンツは禁

止。片足スタンツはプレ

ップレベルより高い位置

を通過してはならない。 

補足 1：片足スタンツの

トップをベースの頭の上

に持ち上げることは禁

止。 

補足 2：メインのベース

が腕を伸ばした状態で、

膝を曲げること、フロア

に膝をつくこと、スタン

ツ全体の高さを低くする

こと（フロアスタンツは

除く）は、バックスポッ

トの高さにかかわらず、

エクステンションレベル

とみなされるため禁止。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

 ツイストスタンツやトラ

ンジションは禁止。 

補足 1：スペシャルオリ

ンピックスおよびユニフ

ァイドビギナー部門で

は、リバウンドからうつ

伏せ姿勢（腹部ツイスト

1/2回転）でスタンツに移

行するのは可。 

トップが競技フロアから

実施するツイストスタン

ツやトランジションは合

計 1/4回転まで可。 

補足：1つの技の中で、

トップの回転に加えベー

スがさらに回転する場

合、トップの回転数が積

算で 1/4回転を超える場

合、違反となる。セーフ

ティジャッジは、1つの技

の中での回転総数をトッ

プの腰の回転数で判断す

る。一度スタンツが

（例：プレップで）完成

したら、選手はトップが

静止し完全かつ明確に止

まっていることを見せ、

その後、追加の回転に入

ること。 

例外 1：スペシャルオリ

ンピックスおよびユニフ

ァイドノービス部門で

は、リバウンドからうつ

伏せ姿勢（腹部ツイスト

1/2回転）でスタンツに移

行するのは可。 

例外 2：スペシャルオリ

ンピックスおよびユニフ

ァイドノービス部門で

は、1/2ラップアラウンド

スタンツは可。 

例外 3：トップが競技フ

ロアから始まり、競技フ

ロアで終わるまで腰だけ

を支持されている場合

は、1/2ツイストまで可。

スポッターの追加は必須

ではない。 

トップが競技フロアから

実施するツイストスタン

ツやトランジションは合

計 1/2回転まで可。 

補足 1：1つの技の中で、

トップの回転に加えベー

スがさらに回転する場

合、トップの回転数が積

算で 1/2回転を超える場

合、違反となる。セーフ

ティジャッジは、1つの技

の中での回転総数をトッ

プの腰の回転数で判断す

る。一度スタンツが

（例：プレップで）完成

したら、選手はトップが

静止し完全かつ明確に止

まっていることを見せ、

その後、追加の回転に入

ること。 

例外：シングルフルツイ

ストのログロール／バレ

ルロールは可。ただし、

クレイドルポジションか

ら開始しクレイドルポジ

ションで終わり、ベース

の補助がある場合に限ら

れる。 

補足 2：ログロール／バ

レルロールにツイスト以

外の技（例：キック・フ

ル・ツイスト等）を加え

てはならない。 

補足 3：ログロール／バ

レルロールを、他のトッ

プが補助してもよい。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

 トランジションの間、少

なくともベース 1人が別

のトップに触れていなけ

ればならない。 

例外：スペシャルオリン

ピックスおよびユニファ

イドビギナー部門では、

リープフロッグおよびリ

ープフロッグのバリエー

ションは禁止。 

トランジションの間、少

なくともベース 1人が別

のトップに触れていなけ

ればならない。 

例外：スペシャルアビリ

ティー（ユニファイドお

よびトラディショナル）

ノービス部門では、リー

プフロッグおよびリープ

フロッグのバリエーショ

ンは禁止。 

トランジションの間、少

なくともベース 1人が別

のトップに触れていなけ

ればならない。 

 フリーフリッピングまた

は補助付きフリッピング

のスタンツとトランジシ

ョンは禁止。 

フリーフリッピングまた

は補助付きフリッピング

のスタンツとトランジシ

ョンは禁止。 

フリーフリッピングまた

は補助付きフリッピング

のスタンツとトランジシ

ョンは禁止。 

 スタンツ、ピラミッドま

たは選手が他のスタンツ

やピラミッドまたは選手

の上を越えたり、下をく

ぐったりしてはならな

い。 

補足 1：このルールは、

選手の胴体（選手の体の

中央部分）が他の選手の

胴体の上を越えたり、下

をくぐったりする事に関

してであり、選手の腕や

足は対象外とする。 

補足 2：トップは、スタ

ンツまたはピラミッドが

別の基であっても同じ基

であっても、他のトップ

の胴体（選手の体の中央

部分）の上を越えたり、

下をくぐったりしてはな

らない。 

例：ロードインが他のス

タンツの下をくぐるのは

禁止。例外：選手が他の

選手の上を飛び越えるの

は可。 

例外：選手が他の選手の

上を飛び越えるのは可。 

スタンツ、ピラミッドま

たは選手が他のスタンツ

やピラミッドまたは選手

の上を越えたり、下をく

ぐったりしてはならな

い。 

補足 1：このルールは、

選手の胴体（選手の体の

中央部分）が他の選手の

胴体の上を越えたり、下

をくぐったりする事に関

してであり、選手の腕や

足は対象外とする。 

補足 2：トップは、スタ

ンツまたはピラミッドが

別の基であっても同じ基

であっても、他のトップ

の胴体（選手の体の中央

部分）の上を越えたり、

下をくぐったりしてはな

らない。 

例：ショルダーシットが

プレップの下をくぐるの

は禁止。 

 

例外：選手が他の選手の

上を飛び越えるのは可。 

スタンツ、ピラミッドま

たは選手が他のスタンツ

やピラミッドまたは選手

の上を越えたり、下をく

ぐったりしてはならな

い。 

補足 1：このルールは、

選手の胴体（選手の体の

中央部分）が他の選手の

胴体の上を越えたり、下

をくぐったりする事に関

してであり、選手の腕や

足は対象外とする。 

補足 2：トップは、スタ

ンツまたはピラミッドが

別の基であっても同じ基

であっても、他のトップ

の胴体（選手の体の中央

部分）の上を越えたり、

下をくぐったりしてはな

らない。 

例：ショルダーシットが

プレップの下をくぐるの

は禁止。 

 

例外：選手が他の選手の

上を飛び越えるのは可。 

 シングルベースのスプリ

ットキャッチは禁止。 

シングルベースのスプリ

ットキャッチは禁止。 

シングルベースのスプリ

ットキャッチは禁止。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

 トップが複数のシングル

ベーススタンツは禁止。 

トップが複数のシングル

ベーススタンツは禁止。 

トップが複数のシングル

ベーススタンツは禁止。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

スタンツ――リリースムーブ 

リリースムーブは禁止。 リリースムーブは禁止。 

補足 1：ヘリコプターは

禁止。 

補足 2：ログロール／バ

レルロールは禁止。 

スペシャルオリンピック

スおよびユニファイドノ

ービス部門で許可されて

いる「ディスマウント」

「トス」以外のリリース

ムーブは禁止。 

スペシャルオリンピック

スおよびユニファイドイ

ンターメディエイト部門

で許可されている「ディ

スマウント」「トス」以

外のリリースムーブは禁

止。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

スタンツ――インバージョン 

インバージョンは禁

止。 

インバージョンは禁止。 

補足：すべてのインバー

ト姿勢の選手（トップ）

は、競技フロアに接触し

続けなければならない

（スペシャルオリンピッ

クスおよびユニファイド

ビギナー部門「スタンデ

ィング／ランニングタン

ブリング」を参照）。 

例：競技フロアでの補助

付きの倒立はスタンツと

はみなさず、実施可能な

インバージョンである。 

インバージョンは禁止。 

補足：すべてのインバー

ト姿勢の選手（トップ）

は、競技フロアに接触し

続けなければならない

（スペシャルオリンピッ

クスおよびユニファイド

ビギナー部門「スタンデ

ィング／ランニングタン

ブリング」を参照）。 

例：競技フロアでの補助

付きの倒立はスタンツと

はみなさず、実施可能な

インバージョンである。 

グラウンドレベルのイン

バージョンからそうでな

い姿勢へのトランジショ

ンは可。それ以外のイン

バージョンは禁止。 

補足：すべてのインバー

ト姿勢の選手（トップ）

は、直接インバート姿勢

でないスタンツに上がる

場合を除いて、競技フロ

アに接触し続けなければ

ならない。 

例 1：可：競技フロアで

の倒立からそうでない姿

勢のスタンツ（例：ショ

ルダーシット）へのトラ

ンジション。 

例 2：不可：クレイドル

から倒立へのトランジシ

ョンや、うつ伏せ姿勢か

ら前転へのトランジショ

ンは禁止。 

 ベースが体を反っていた

り、インバート姿勢にな

っていたりする間は、ト

ップの体重を支えてはな

らない。 

補足：競技フロアに立っ

ている選手は、トップと

はみなされない。 

ベースが体を反っていた

り、インバート姿勢にな

っていたりする間は、ト

ップの体重を支えてはな

らない。 

補足：競技フロアに立っ

ている選手は、トップと

はみなされない。 

ベースが体を反っていた

り、インバート姿勢にな

っていたりする間は、ト

ップの体重を支えてはな

らない。 

補足：競技フロアに立っ

ている選手は、トップと

はみなされない。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

ピラミッド 

ピラミッドは禁止。 ピラミッドは、スペシャ

ルオリンピックスおよび

ユニファイドビギナー部

門の「スタンツ」および

「ディスマウント」のル

ールに従わなければなら

ない。 

ピラミッドは、スペシャ

ルオリンピックスおよび

ユニファイドノービス部

門の「スタンツ」および

「ディスマウント」のル

ールに従わなければなら

ず、かつ高さは 2段まで

可。 

ピラミッドは、スペシャ

ルオリンピックスおよび

ユニファイドノービス部

門の「スタンツ」および

「ディスマウント」のル

ールに従わなければなら

ず、かつ高さは 2段まで

可。 

 トップはベースによって

主に支持されなければな

らない。 

補足：ピラミッドトラン

ジションの間、トップが

ベースからリリースされ

るときは、トップは必ず

クレイドルか競技フロア

へ着地することとし、プ

レップレベルより高い高

さのブレイサーと支持し

合っていてはならない。

スペシャルオリンピック

スおよびユニファイドノ

ービス部門の「ディスマ

ウント」ルールに従うこ

と。 

 

トップはベースによって

主に支持されなければな

らない。 

補足：ピラミッドトラン

ジションの間、トップが

ベースからリリースされ

るときは、トップは必ず

クレイドルか競技フロア

へ着地することとし、プ

レップレベルより高い高

さのブレイサーと支持し

合っていてはならない。

スペシャルオリンピック

スおよびユニファイドノ

ービス部門の「ディスマ

ウント」ルールに従うこ

と。 

 

トップはベースによって

主に支持されなければな

らない。 

補足：ピラミッドトラン

ジションの間、トップが

ベースからリリースされ

るときは、トップは必ず

クレイドルか競技フロア

へ着地することとし、プ

レップレベルより高い高

さのブレイサーと支持し

合っていてはならない。

スペシャルオリンピック

スおよびユニファイドノ

ービス部門の「ディスマ

ウント」ルールに従うこ

と。 

 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

 スタンツ、ピラミッドま

たは選手が他のスタンツ

やピラミッドまたは選手

の上を越えたり、下をく

ぐったりしてはならな

い。 

補足：トップは、スタン

ツまたはピラミッドが別

の基であっても同じ基で

あっても、他のトップの

胴体（選手の体の中央部

分）の上を越えたり、下

をくぐったりしてはなら

ない。 

例：ロードインが他のス

タンツの下をくぐるのは

禁止。 

両足スタンツ： 

1. 両足スタンツは、プレッ

プレベル以下の高さのトッ

プ（ブレイサー）1名が、

以下の条件に従い、手と腕

のみで支持し合わなければ

ならない： 

ブレイサーとの支持は、

両足エクステンションス

タンツを始める前に行わ

なければならない。 

プレップレベルの高さの

トップのブレイサーは、

両足をベースの手で支え

られていなければならな

い。 

例外：プレップレベルの

高さのトップは、ショル

ダーシット、フラットバ

ック、ストラドルリフ

ト、ショルダースタンド

の場合、両足をベースの

手で支えられていなくて

もよい。 

2. 両足エクステンションス

タンツは、他のエクステン

ションスタンツと支持し合

ってはならない。 

エクステンションスタン

ツは、他のエクステンシ

ョンスタンツと支持し合

ってはならない。 

  片足スタンツ： 

プレップレベルの片足ス

タンツは、プレップレベ

ル以下の高さの少なくと

も 1名の選手（ブレイサ

ー）が、以下の条件に従

い、手と腕のみで支持し

合わなければならない： 

ブレイサーとの支持は、

プレップレベルの片足ス

タンツを始める前に行わ

なければならない。 

プレップレベルの高さの

トップのブレイサーは、

両足をベースの手で支え

られていなければならな

い。 

スタンツ、ピラミッドま

たは選手が、他のスタン

ツやピラミッドまたは選

手の上を越えたり、下を

くぐったりしてはならな

い。 

補足：トップは、スタン

ツまたはピラミッドが別

の基であっても同じ基で

あっても、他のトップの

胴体（選手の体の中央部

分）の上を越えたり、下

をくぐったりしてはなら

ない。 

例：ショルダーシットが

プレップの下をくぐるの

は禁止。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

例外：プレップレベルの

高さのブレイサーは、シ

ョルダーシット、フラッ

トバック、ストラドルリ

フト、ショルダースタン

ドの場合、両足をベース

の手で支えられていなく

てもよい。 

片足のエクステンション

スタンツは禁止。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

  スタンツ、ピラミッドま

たは選手が、他のスタン

ツやピラミッドまたは選

手の上を越えたり、下を

くぐったりしてはならな

い。 

補足：トップは、スタン

ツまたはピラミッドが別

の基であっても同じ基で

あっても、他のトップの

胴体（選手の体の中央部

分）の上を越えたり、下

をくぐったりしてはなら

ない。 

例：ショルダーシットが

プレップの下をくぐるの

は禁止。 

片足のエクステンション

スタンツ： 

片足のエクステンション

スタンツは、プレップレ

ベル以下の高さの少なく

とも 1名のトップ（ブレ

イサー）が、手と腕のみ

で支持し合わなければな

らない。トップは手と腕

をブレイサーの手と腕と

支持し合い、それを維持

しなければならない。 

ブレイサーとの支持は、

片足のエクステンション

スタンツを始める前に行

わなければならない。 

プレップレベルのトップ

は両足をベースの手で支

えられていなければなら

ない。 

例外：プレップレベルの

高さのトップは、ショル

ダーシット、フラットバ

ック、ストラドルリフ

ト、ショルダースタンド

の場合、両足をベースの

手で支えられていなくて

もよい。 

 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

ディスマウント 

ディスマウントは禁止。 注意：トップがリリース

されてクレイドルになる

動き、またはリリースか

つ補助されながら競技フ

ロアに着地する動きのみ

を「ディスマウント」と

する。 

ストレートポップダウン

のみ可。 

補足 1：競技フロアへの

ディスマウントは、元の

ベースやスポッターが補

助しなければならない。 

補足 2：スペシャルオリ

ンピックスおよびユニフ

ァイドビギナー部門で

は、ウエストレベル以下

のスタンツから他の技を

追加しないストレートド

ロップまたは（安全な範

囲の）ポップオフの競技

フロアへの着地には補助

が必要である。 

補足 3：選手は補助なし

でウエストレベルの高さ

から競技フロアへ着地し

てはならない。 

注意：トップがリリース

されてクレイドルになる

動き、またはリリースか

つ補助されながら競技フ

ロアに着地する動きのみ

を「ディスマウント」と

する。 

シングルベーススタンツ

からのクレイドルキャッ

チには、クレイドル中に

頭と肩の部分を守るため

に、腰から上の部分を少

なくとも片手／片腕で支

持するスポッターをつけ

なければならない。 

注意：トップがリリース

されてクレイドルになる

動き、またはリリースか

つ補助されながら競技フ

ロアに着地する動きのみ

を「ディスマウント」と

する。 

シングルベーススタンツ

からのクレイドルキャッ

チには、クレイドル中に

頭と肩の部分を守るため

に、腰から上の部分を少

なくとも片手／片腕で支

持するスポッターをつけ

なければならない。 

 ウエストレベルのクレイ

ドルは禁止。 

複数ベーススタンツから

のクレイドルキャッチに

は、2名のキャッチャー

と、別にクレイドル中に

頭と肩の部分を守るため

に、トップの腰から上の

部分を少なくとも片手／

片腕で支持するスポッタ

ーをつけなければならな

い。 

補足 1：スペシャルアビ

リティー部門では、スポ

ンジ、ロードイン、スク

イッシュからのクレイド

ルはトスとみなされるた

め禁止。 

補足 2：ウエストレベル

のクレイドルはすべて禁

止。 

複数ベーススタンツから

のクレイドルキャッチに

は、2名のキャッチャー

と、別にクレイドル中に

頭と肩の部分を守るため

に、トップの腰から上の

部分を少なくとも片手／

片腕で支持するスポッタ

ーをつけなければならな

い。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

  ディスマウントは、元の

ベースに戻らなければな

らない。 

例外 1：競技フロアへの

ディスマウントは元のベ

ースやスポッターが補助

しなければならない。 

例外 2：ウエストレベル

以下のスタンツから他の

技を追加しないストレー

トドロップまたは（安全

な範囲の）ポップオフの

みが、補助なしで競技フ

ロアに着地できるディス

マウントである。 

補足：選手は補助なしで

ウエストレベルより高い

高さから競技フロアに着

地してはならない。 

ディスマウントは、元の

ベースに戻らなければな

らない。 

例外 1：競技フロアへの

ディスマウントは元のベ

ースやスポッターが補助

しなければならない。 

例外 2：ウエストレベル

以下のスタンツから他の

技を追加しないストレー

トドロップまたは（安全

な範囲の）ポップオフの

みが、補助なしで競技フ

ロアに着地できるディス

マウントである。 

補足：選手は補助なしで

ウエストレベルより高い

高さから競技フロアに着

地してはならない。 

  ストレートポップダウ

ン、ベーシックストレー

トクレイドルのみ可。 

ストレートポップダウ

ン、ベーシックストレー

トクレイドルおよび 1/4

回転のみ可。 

 ツイストディスマウント

は禁止（1/4回転も禁

止）。 

ツイストディスマウント

は禁止（1/4回転も禁

止）。 

ツイストディスマウント

は禁止（1/4回転も禁止）

その他のポジション／追

加の技はすべて禁止。 

例：トウタッチ、パイク、

タックなどのポジション／

追加の技は、ディスマウン

トでは禁止。 

 スタンツ、ピラミッド、

小道具または選手が、デ

ィスマウントを越えたり

くぐったりすること、ま

たディスマウントがスタ

ンツ、ピラミッド、小道

具または選手を越えた

り、くぐったり、通り抜

けたりすることはしては

ならない。 

スタンツ、ピラミッド、

小道具または選手が、デ

ィスマウントを越えたり

くぐったりすること、ま

たディスマウントがスタ

ンツ、ピラミッド、小道

具または選手を越えた

り、くぐったり、通り抜

けたりすることはしては

ならない。 

スタンツ、ピラミッド、

小道具または選手が、デ

ィスマウントを越えたり

くぐったりすること、ま

たディスマウントがスタ

ンツ、ピラミッド、小道

具または選手を越えた

り、くぐったり、通り抜

けたりすることはしては

ならない。 

 ピラミッドで、ウエスト

レベルより高い高さの技

からのあらゆるディスマ

ウントは禁止。 

補足：選手は補助なしで

ウエストレベルより高い

高さから競技フロアに着

地してはならない。 

ピラミッドで、プレップ

レベルより高い高さの技

からのあらゆるディスマ

ウントは禁止。 

ピラミッドの片足エクス

テンションスタンツから

のクレイドルキャッチは

可。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

 フリーフリッピングディ

スマウント、補助付きフ

リッピングディスマウン

トは禁止。 

フリーフリッピングディ

スマウント、補助付きフ

リッピングディスマウン

トは禁止。 

フリーフリッピングディ

スマウント、補助付きフ

リッピングディスマウン

トは禁止。 

 ディスマウントは、故意

に別の場所に移動しては

ならない。 

ディスマウントは、故意

に別の場所に移動しては

ならない。 

ディスマウントは、故意

に別の場所に移動しては

ならない。 

 ディスマウントにおい

て、トップはベースにリ

リースされている間、お

互いに接触してはならな

い。 

ディスマウントにおい

て、トップはベースにリ

リースされている間、お

互いに接触してはならな

い。 

ディスマウントにおい

て、トップはベースにリ

リースされている間、お

互いに接触してはならな

い。 

 テンションドロップ／ロ

ールは禁止。 

テンションドロップ／ロ

ールは禁止。 

テンションドロップ／ロ

ールは禁止。 



別表 E： 

競技チア――ルーティーン／技基準表 

スペシャルオリンピックスおよびユニファイド向け 

イントロダクトリー ビギナー 

（レベル 0） 

ノービス 

（レベル 1） 

インターメディエイト 

（レベル 2） 

トス 

トスは禁止。 トスは禁止。 

補足 1：これには「スポ

ンジ（ロードインやスク

イッシュとも呼ばれ

る）」トスも含まれる。 

補足 2：ウエストレベル

のクレイドルはすべて禁

止。 

トスは禁止。 

補足 1：これには「スポ

ンジ（ロードインやスク

イッシュとも呼ばれ

る）」トスも含まれる。 

補足 2：ウエストレベル

のクレイドルはすべて禁

止。 

トスは禁止。 

補足 1：これには「スポ

ンジ（ロードインやスク

イッシュとも呼ばれ

る）」トスも含まれる。 

補足 2：ウエストレベル

のクレイドルはすべて禁

止。 

 


